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Characteristic epithelium with low-grade atypia  
appears on the surface of gastric cancer after successful 
Helicobacter pylori eradication therapy 
（Helicobacter pylori 除菌後発見胃癌にみられる表層 
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【背景】Helicobacter pylori (Hp) 除菌治療後に発見される胃癌（以下、除菌後胃癌）は
近年増加傾向にある。以前、我々は、既存の胃腫瘍症例に Hp 除菌治療を行うと胃腫瘍が不
明瞭化し、また腫瘍表層に異型度の低い上皮（以下、低異型度上皮）が特異的に出現する
ことを報告した(Ito et al. AP&T 2005)。今回、除菌後胃癌における低異型度上皮の臨床
病理学的特性を解析し、その内視鏡診断に及ぼす影響について解析した。 
【対象と方法】1998 ～ 2012 年に広島大学病院で内視鏡的切除が施行された早期胃癌患者
のうち、Hp除菌治療から少なくとも1 年以上経過後に胃癌が診断された33 例（男性23例、
平均年齢 65.1 歳）を抽出し、このうち組織学的評価が不能な 4 例、低分化腺癌の 1 例、
印環細胞癌の 1 例の 6 例を除外した計 27 例（男性 21 例、平均年齢 65.7 歳）の分化型早
期胃癌例を除菌後群（after eradication 群；AE 群）として解析対象とした。 
まず、AE 群の腫瘍表層の低異型度上皮の出現頻度について、年齢、性別、組織型および






ら 3にスコア化（低異型度上皮が全くみられないもの：スコア 0、腫瘍の 5％未満のもの：
スコア 1、30％未満のもの：スコア 2、30％以上のもの：スコア 3）した。 
さらに低異型度上皮の粘液形質を検討するため、低異型度上皮を認めた症例の組織切片
を用いて免疫組織化学染色を施行した。胃型の形質判定には抗HGM 抗体および抗HIK 抗体






















ころ、両者には正の相関が認められた(y = 0.155x + 6.158, R = 0.448)。このことより、
低異型度上皮が広範囲に被覆している腫瘍では、存在診断に至るために、より頻回の内視
鏡検査を必要とすることが示唆された。なお、18例のうち、3 例は粘膜下層浸潤癌として
発見されていた。これらは、いずれもgrade2 以上の低異型度上皮を有し、除菌後から比較
的長期間が経過していた。 
【結論】除菌後胃癌の腫瘍表層部には低異型度上皮が高頻度に出現する。この現象は、除
菌後症例における内視鏡的胃癌診断能に負の影響を及ぼす。 
 
